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(57)【要約】
【課題】漏洩電流による影響を最少化し、再生率を低く
することにより、液晶表示装置の電力を節減する。
【解決手段】複数の画素にデータ信号が入力される走査
期間と、入力されたデータ信号によって前記複数の画素
が発光する維持期間とを利用する液晶表示装置は、前記
複数の画素を含む液晶表示板組立体６００と、前記複数
の画素にデータ信号を印加するデータ駆動部３００と、
前記データ信号の入力をオンオフさせる走査信号を印加
する走査駆動部２００とを含み、前記データ駆動部３０
０は、前記走査期間の間に前記データ信号を印加し、前
記維持期間の間に前記複数の画素に印加される所定の共
通電圧の逆相電圧を印加する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素にデータ信号が入力される走査期間と入力された前記データ信号によって前
記複数の画素が発光する維持期間とを利用する液晶表示装置において、
　前記複数の画素を含む液晶表示板と、
　前記複数の画素にデータ信号を印加するデータ駆動部と、
　前記データ信号の入力をオンまたはオフさせる走査信号を印加する走査駆動部と、を含
み、
　前記データ駆動部は、前記走査期間の間に前記データ信号を印加し、前記維持期間の間
に前記複数の画素に印加される所定の共通電圧の逆相電圧を印加する、液晶表示装置。
【請求項２】
　前記逆相電圧は、前記データ電圧の範囲の中で前記共通電圧との差が最も大きい電圧で
ある、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記逆相電圧は、前記共通電圧より低い電圧レベルである、請求項２に記載の液晶表示
装置。
【請求項４】
　前記逆相電圧は、前記共通電圧より高い電圧レベルである、請求項２に記載の液晶表示
装置。
【請求項５】
　前記共通電圧は相対的に低い電圧レベル及び高い電圧レベルを有し、前記データ信号が
前記共通電圧より高い電圧レベルが印加される正フレームにおいて、前記共通電圧は前記
低い電圧レベルに維持され、前記データ信号が前記共通電圧より低い電圧レベルが印加さ
れる負フレームにおいて、前記共通電圧は前記高い電圧レベルに維持される、請求項１～
４のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記正フレームに含まれる維持期間の間に、前記逆相電圧は前記共通電圧の前記高い電
圧レベルである、請求項５に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記負フレームに含まれる維持期間の間に、前記逆相電圧は前記共通電圧の前記低い電
圧レベルである、請求項５に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記複数の画素は、
　画素電極と共通電極とを含む液晶キャパシタと、
　前記走査信号が印加される走査線に接続されるゲート端子と、前記データ信号が印加さ
れるデータ線に接続される入力端子と、前記液晶キャパシタの画素電極に接続される出力
端子とを含むスイッチングトランジスタと、
　前記画素電極に接続される一端と前記共通電圧を伝達する配線に接続される他端とを含
む維持キャパシタと、を含む、請求項１～７のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記複数の画素に漏洩電流の補償のための所定の補償電圧を印加する補償電圧部をさら
に含む、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記複数の画素は、
　画素電極と共通電極とを含む液晶キャパシタと
　前記走査信号の印加を受ける走査線に接続されるゲート端子と、前記データ信号の印加
を受けるデータ線に接続される入力端子と、前記液晶キャパシタの画素電極に接続される
出力端子とを含むスイッチングトランジスタと、
　前記画素電極に接続される一端と前記共通電圧を伝達する配線に接続される他端とを含
む維持キャパシタと、
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　前記スイッチングトランジスタに流れる漏洩電流を補償するための補償電流が流れる補
償トランジスタと、を含む、請求項９に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記補償トランジスタは、
　前記補償電圧が印加される補償線に接続されるゲート端子と、
　前記維持キャパシタの一端に接続される一端と、
　前記維持キャパシタの他端に接続される他端と、を含む、請求項１０に記載の液晶表示
装置。
【請求項１２】
　前記補償電圧は、前記補償トランジスタのゲートをオフさせて、前記スイッチングトラ
ンジスタに流れる漏洩電流が前記補償トランジスタに流れるようにするゲートオフ電圧で
ある、請求項１１に記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
　前記補償電圧は、前記スイッチングトランジスタをオフさせるゲートオフ電圧と同一の
電圧である、請求項１２に記載の液晶表示装置。
【請求項１４】
　複数の画素にデータ信号が入力される走査期間と入力された前記データ信号によって前
記複数の画素が発光する維持期間とを利用する液晶表示装置の駆動方法において、
　前記走査期間の間に、前記複数の画素に接続される複数のデータ線に前記データ信号を
印加する走査段階と、
　前記維持期間の間に、前記複数のデータ線に共通電圧の逆相電圧を印加する維持段階と
、
を含む液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１５】
　前記走査段階は、前記共通電圧より高い電圧レベルのデータ電圧で前記データ信号を印
加するか、または前記共通電圧より低い電圧レベルのデータ電圧で前記データ信号を印加
する、請求項１４に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１６】
　前記データ信号が、前記共通電圧より高い電圧レベルのデータ電圧で印加される正フレ
ームに含まれる維持期間の間において、前記逆相電圧は、前記データ電圧の範囲の中で前
記共通電圧との差が最も大きく、前記共通電圧より高い電圧レベルである、請求項１５に
記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１７】
　前記共通電圧は、前記正フレームで前記データ電圧よりも低い電圧レベルの所定電圧に
維持される、請求項１６に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１８】
　前記データ信号が、前記共通電圧より低い電圧レベルのデータ電圧で印加される負フレ
ームに含まれる維持期間の間において、前記逆相電圧は、前記データ電圧の範囲の中で前
記共通電圧との差が最も大きく、前記共通電圧より低い電圧レベルである、請求項１５に
記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１９】
　前記共通電圧は、前記負フレームで前記データ電圧よりも高い電圧レベルの所定電圧に
維持される、請求項１８に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２０】
　前記走査段階において、任意の一つのデータ線には共通電圧より高い電圧レベルのデー
タ電圧で前記データ信号を印加し、隣接した他の一つのデータ線には共通電圧より低い電
圧レベルのデータ電圧で前記データ信号を印加する、請求項１４に記載の液晶表示装置の
駆動方法。
【請求項２１】
　前記データ信号が、前記共通電圧より高い電圧レベルのデータ電圧で印加される正ライ
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ンの維持期間の間において、前記逆相電圧は、前記データ電圧の範囲の中で前記共通電圧
との差が最も大きく、前記共通電圧より高い電圧レベルである、請求項２０に記載の液晶
表示装置の駆動方法。
【請求項２２】
　前記データ信号が、前記共通電圧より低い電圧レベルのデータ電圧で印加される負ライ
ンの維持期間の間において、前記逆相電圧は、前記データ電圧の範囲の中で前記共通電圧
との差が最も大きく、前記共通電圧より低い電圧レベルである、請求項２０に記載の液晶
表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置（ＬＣＤ）及びその駆動方法に関し、より詳しくは、漏洩電流
を最少化し、消費電力を節減する液晶表示装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　表示装置の中で代表的な液晶表示装置は、画素電極及び共通電極が具備された２つの表
示板と、その間に配置された誘電率異方性（ｄｉｅｌｅｃｔｒｉｃ　ａｎｉｓｏｔｒｏｐ
ｙ）を有する液晶層とを含む。画素電極は、行列状に配列され、薄膜トランジスタ（ＴＦ
Ｔ）などのスイッチング素子に接続されて、一行ずつ順次にデータ電圧の印加を受ける。
共通電極は、表示板の全面にかけて形成され、共通電圧の印加を受ける。画素電極と共通
電極及びその間の液晶層は、回路的に見れば液晶キャパシタを構成し、液晶キャパシタは
これに接続されたスイッチング素子と共に画素を構成する基本単位となる。
【０００３】
　このような液晶表示装置において、２つの電極に電圧を印加して液晶層に電界を生成し
、この電界の強さを調節して液晶層を通過する光の透過率を調節することによって所望の
画像を得る。この時、液晶層に一方向の電界が長時間にわたって印加されることによって
発生する劣化現象を防止するために、フレーム別、行別、または画素別に共通電圧に対す
るデータ電圧の極性を反転させる。
【０００４】
　液晶表示装置の画素では、漏洩電流（ｌｅａｋａｇｅ　ｃｕｒｒｅｎｔ）が発生するこ
とがある。漏洩電流は、輝度の変化、縞、クロストークなどの画質低下の原因となる。こ
のような現象は、画素にデータ信号を伝達するスイッチングトランジスタがターンオフさ
れている時に漏洩電流が流れ、その結果画素に望まないデータ信号が印加されることによ
って発生する。例えば、複数の画素にデータ信号を入力するために、行方向に平行に形成
されているスイッチングトランジスタのゲート電極のそれぞれに走査信号を順次に印加し
て、対応する画素にデータ信号を伝達する。しかしながら、このときターンオフされてい
るスイッチングトランジスタに漏洩電流が流れることがあり、漏洩電流はスイッチングト
ランジスタに接続された画素に影響を与えて、画質低下現象を引き起こす恐れがある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、漏洩電流による影響を最少化し、消費電力を節減できる液晶表示装置
及びその駆動方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一実施形態に係る、複数の画素にデータ信号が入力される走査期間と、入力さ
れたデータ信号によって前記複数の画素が発光する維持期間とを利用する液晶表示装置は
、前記複数の画素を含む液晶表示板と、前記複数の画素にデータ信号を印加するデータ駆
動部と、前記データ信号の入力をオンまたはオフさせる走査信号を印加する走査駆動部と
を含み、前記データ駆動部は、前記走査期間の間に前記データ信号を印加し、前記維持期
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間の間に前記複数の画素に印加される所定の共通電圧の逆相電圧を印加する。
【０００７】
　前記逆相電圧は、前記データ電圧の範囲の中で前記共通電圧との差が最も大きい電圧で
あり得る。前記逆相電圧は前記共通電圧より低い電圧レベルであり得る。前記逆相電圧は
前記共通電圧より高い電圧レベルであり得る。
【０００８】
　前記共通電圧は、低い電圧レベル及び高い電圧レベルを有し、前記データ信号が前記共
通電圧より高い電圧レベルが印加される正フレームにおいて、前記共通電圧は低い電圧レ
ベルに維持され、前記データ信号が前記共通電圧より低い電圧レベルが印加される負フレ
ームにおいて、前記共通電圧は高い電圧レベルに維持できる。
【０００９】
　前記正フレームに含まれる維持期間の間に、前記逆相電圧は前記共通電圧の高い電圧レ
ベルであり得る。
【００１０】
　前記負フレームに含まれる維持期間の間に、前記逆相電圧は前記共通電圧の低い電圧レ
ベルであり得る。
【００１１】
　前記複数の画素は、画素電極と共通電極とを含む液晶キャパシタと、前記走査信号が印
加される走査線に接続されるゲート端子と、前記データ信号が印加されるデータ線に接続
される入力端子と、前記液晶キャパシタの画素電極に接続される出力端子とを含むスイッ
チングトランジスタと、前記画素電極に接続される一端と前記共通電圧を伝達する配線に
接続される他端とを含む維持キャパシタとを含むことができる。
【００１２】
　前記複数の画素に漏洩電流の補償のための所定の補償電圧を印加する補償電圧部をさら
に含むことができる。
【００１３】
　前記複数の画素は、画素電極と共通電極とを含む液晶キャパシタと、前記走査信号の印
加を受ける走査線に接続されるゲート端子と、前記データ信号の印加を受けるデータ線に
接続される入力端子と、前記液晶キャパシタの画素電極に接続される出力端子とを含むス
イッチングトランジスタと、前記画素電極に接続される一端と共通電圧を伝達する配線に
接続される他端とを含む維持キャパシタと、前記スイッチングトランジスタに流れる漏洩
電流を補償するための補償電流が流れる補償トランジスタとを含むことができる。
【００１４】
　前記補償トランジスタは、前記補償電圧が印加される補償線に接続されるゲート端子と
、前記維持キャパシタの一端に接続される一端と、及び前記維持キャパシタの他端に接続
される他端とを含むことができる。
【００１５】
　前記補償電圧は、前記補償トランジスタのゲートをオフさせて、前記スイッチングトラ
ンジスタに流れる漏洩電流が前記補償トランジスタに流れるようにするゲートオフ電圧で
あり得る。
【００１６】
　前記補償電圧は、前記スイッチングトランジスタをオフさせるゲートオフ電圧と同一の
電圧であり得る。
【００１７】
　本発明の他の実施形態に係る、複数の画素にデータ信号が入力される走査期間と入力さ
れたデータ信号によって前記複数の画素が発光する維持期間とを利用する液晶表示装置の
駆動方法は、前記走査期間の間に前記複数の画素に接続される複数のデータ線にデータ信
号を印加する走査段階と、前記維持期間の間に前記複数のデータ線に共通電圧の逆相電圧
を印加する維持段階とを含む。
【００１８】
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　前記走査段階において、前記データ信号を前記共通電圧より高い電圧レベルのデータ電
圧で前記データ信号を印加するか、または前記データ信号を前記共通電圧より低い電圧レ
ベルのデータ電圧で前記データ信号を印加することができる。
【００１９】
　前記データ信号が前記共通電圧より高い電圧レベルのデータ電圧で印加される正フレー
ムに含まれる維持期間の間において、前記逆相電圧は前記データ電圧の範囲の中で前記共
通電圧との差が最も大きく、前記共通電圧より高い電圧レベルであり得る。
【００２０】
　前記共通電圧は、前記正フレームで低い電圧レベルの所定電圧に維持できる。
【００２１】
　前記データ信号が前記共通電圧より低い電圧レベルのデータ電圧で印加される負フレー
ムに含まれる維持期間の間において、前記逆相電圧は前記データ電圧の範囲の中で前記共
通電圧との差が最も大きく、前記共通電圧より低い電圧レベルであり得る。
【００２２】
　前記共通電圧は、前記負フレームで高い電圧レベルの所定電圧に維持できる。
【００２３】
　前記走査段階において、任意の一つのデータ線には共通電圧より高い電圧レベルのデー
タ電圧で前記データ信号を印加し、隣接した他の一つのデータ線には共通電圧より低い電
圧レベルのデータ電圧で前記データ信号を印加することができる。
【００２４】
　前記データ信号が前記共通電圧より高い電圧レベルのデータ電圧で印加される正ライン
の維持期間の間において、前記逆相電圧は、前記データ電圧の範囲の中で前記共通電圧と
の差が最も大きく、前記共通電圧より高い電圧レベルであり得る。
【００２５】
　前記データ信号が前記共通電圧より低い電圧レベルのデータ電圧で印加される負ライン
の維持期間の間において、前記逆相電圧は前記データ電圧の範囲の中で前記共通電圧との
差が最も大きく、前記共通電圧より低い電圧レベルであり得る。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明によれば、漏洩電流による影響を最少化し、再生率（ｒｅｆｒｅｓｈ　ｒａｔｅ
）を低くすることができるので、液晶表示装置の消費電力を節減できる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置を示すブロック図である。
【図２】図１の一画素に対する等価回路を示す図である。
【図３】図１の液晶表示装置の動作を説明するための回路図である。
【図４】フレーム反転方式で駆動する図１の液晶表示装置の動作を説明するためのタイミ
ング図である。
【図５】フレーム反転方式で駆動する図１の液晶表示装置において、正フレームの維持期
間内のホワイト状態の一画素を示す回路図である。
【図６】フレーム反転方式で駆動する図１の液晶表示装置において、負フレームの維持期
間内のホワイト状態の一画素を示す回路図である。
【図７】フレーム反転方式で駆動する図１の液晶表示装置において、正フレームの維持期
間内のブラック状態の一画素を示す回路図である。
【図８】フレーム反転方式で駆動する図１の液晶表示装置において、負フレームの維持期
間内のブラック状態の一画素を示す回路図である。
【図９】ライン反転方式で駆動する図１の液晶表示装置の動作を説明するためのタイミン
グ図である。
【図１０】ライン反転方式で駆動する図１の液晶表示装置において、負フレームの維持期
間内のホワイト状態の一画素を示す回路図である。
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【図１１】ライン反転方式で駆動する図１の液晶表示装置において、負フレームの維持期
間内のブラック状態の一画素を示す回路図である。
【図１２】本発明の他の実施形態に係る液晶表示装置を示すブロック図である。
【図１３】図１２の一画素に対する等価回路を示す図である。
【図１４】図１２の液晶表示装置の動作を説明するための画素の回路図である。
【図１５】フレーム反転方式で駆動する図１２の液晶表示装置において、正フレームの維
持期間内のブラック状態の一画素を示す回路図である。
【図１６】フレーム反転方式で駆動する図１２の液晶表示装置において、負フレームの維
持期間内のブラック状態の一画素を示す回路図である。
【図１７】フレーム反転方式で駆動する図１２の液晶表示装置において、正フレームの維
持期間内のホワイト状態の一画素を示す回路図である。
【図１８】フレーム反転方式で駆動する図１２の液晶表示装置において、負フレームの維
持期間内のホワイト状態の一画素を示す回路図である。
【図１９】ライン反転方式で駆動する図１２の液晶表示装置において、負フレームの維持
期間内のブラック状態の一画素を示す回路図である。
【図２０】ライン反転方式で駆動する図１２の液晶表示装置において、負フレームの維持
期間内のホワイト状態の一画素を示す回路図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　以下、添付した図面を参照して、本発明の実施形態について本発明が属する技術分野に
おける通常の知識を有する者が容易に実施できるように詳細に説明する。本発明は種々の
相異なる形態に実現でき、ここで説明する実施形態に限られない。
【００２９】
　また、種々の実施形態において、同一の構成を有する構成要素に対しては同一の符号を
付けて代表的に第１実施形態で説明し、その他の実施形態では第１実施形態とは異なる構
成についてのみ説明する。
【００３０】
　本発明を明確に説明するために、説明上不必要な部分は省略し、明細書の全体にわたっ
て同一または類似する構成要素に対しては同一の参照符号を付ける。
【００３１】
　明細書の全体において、ある部分が他の部分と「接続」されているという時、これは「
直接的に接続」されている場合だけでなく、その中間に他の素子を介在して「電気的に接
続」されている場合も含む。また、ある部分がある構成要素を「含む」という時、これは
特にそれに反する記載がない限り、他の構成要素を除くことではなく、他の構成要素をさ
らに含むことができることを意味する。
【００３２】
　図１は、本発明の一実施形態に係る液晶表示装置を示すブロック図である。
【００３３】
　図１を参照すれば、液晶表示装置は、液晶表示板組立体（ｌｉｑｕｉｄ　ｃｒｙｓｔａ
ｌ　ｐａｎｅｌ　ａｓｓｅｍｂｌｙ）６００及びこれに接続された走査駆動部２００と、
データ駆動部３００と、データ駆動部３００に接続された階調電圧生成部３５０と、各駆
動部を制御する信号制御部１００とを含む。
【００３４】
　液晶表示板組立体６００は、複数の走査線（Ｓ１～Ｓｎ）、複数のデータ線（Ｄ１～Ｄ
ｍ）、及び複数の画素（ＰＸ）を含む。画素（ＰＸ）は、複数の信号線（Ｓ１～Ｓｎ、Ｄ
１～Ｄｍ）に接続され、ほぼ行列状に配列される。複数の走査線（Ｓ１～Ｓｎ）は、ほぼ
行方向に延伸され、互いにほぼ平行に位置する。複数のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）は、ほぼ
列方向に延伸され、互いにほぼ平行に位置する。液晶表示板組立体６００の外側面には、
光を偏光させる少なくとも一つの偏光子（図示せず）が取り付けられている。
【００３５】
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　信号制御部１００は、外部装置から映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）と、その表示を制御する入
力制御信号とを受信する。入力制御信号は、データイネーブル信号（ＤＥ）、水平同期信
号（Ｈｓｙｎｃ）、垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ）、及びメインクロック信号（ＭＣＬＫ）
を含む。信号制御部１００は、映像データ信号（ＤＡＴ）及びデータ制御信号（ＣＯＮＴ
２）をデータ駆動部３００に供給する。データ制御信号（ＣＯＮＴ２）は、データ駆動部
３００の動作を制御する信号であって、映像データ信号（ＤＡＴ）の伝送開始を知らせる
水平同期開始信号（ＳＴＨ）と、データ線（Ｄ１～Ｄｍ）にデータ電圧の出力を指示する
ロード信号（ＬＯＡＤ）と、データクロック信号（ＨＣＬＫ）とを含む。データ制御信号
（ＣＯＮＴ２）は、共通電圧（Ｖｃｏｍ）に対する映像データ信号の電圧極性を反転させ
る反転信号（ＲＶＳ）をさらに含むことができる。
【００３６】
　信号制御部１００は、走査制御信号（ＣＯＮＴ１）を走査駆動部２００に供給する。走
査制御信号（ＣＯＮＴ１）は、走査駆動部２００における走査開始信号（ＳＴＶ）と、ゲ
ートオン電圧（Ｖｏｎ）の出力を制御する少なくとも一つのクロック信号とを含む。走査
制御信号（ＣＯＮＴ１）は、ゲートオン電圧（Ｖｏｎ）の持続時間を限定する出力イネー
ブル信号（ＯＥ）をさらに含むことができる。
【００３７】
　走査駆動部２００は、液晶表示板組立体６００の複数の走査線（Ｓ１～Ｓｎ）に接続し
て、スイッチングトランジスタ（図２のＭ１）を導通させるゲートオン電圧（Ｖｏｎ）と
、遮断させるゲートオフ電圧（Ｖｏｆｆ）との組み合わせからなる走査信号を複数の走査
線（Ｓ１～Ｓｎ）に印加する。
【００３８】
　データ駆動部３００は、液晶表示板組立体６００のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）に接続され
、階調電圧生成部３５０で階調電圧を選択する。データ駆動部３００は、選択した階調電
圧をデータ信号として複数のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）に印加する。階調電圧生成部３５０
は、全ての階調に対する電圧を供給せずに、定められた数の基準階調電圧だけを供給する
ことができ、この時、データ駆動部３００は基準階調電圧を分圧して全体階調に対する階
調電圧を生成し、この中でデータ信号に相当するデータ電圧（Ｖｄａｔ）を選択すること
ができる。
【００３９】
　上述した走査駆動部２００、データ駆動部３００、階調電圧生成部３５０のそれぞれは
、少なくとも一つの集積回路チップの形態で液晶表示板組立体６００上に直接装着しても
よく、フレキシブル印刷回路膜（ｆｌｅｘｉｂｌｅ　ｐｒｉｎｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ　
ｆｉｌｍ）の上に装着してもよく、ＴＣＰ（ｔａｐｅ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｐａｃｋａｇｅ
）の形態で液晶表示板組立体６００に取り付けてもよく、別途の印刷回路基板（ｐｒｉｎ
ｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ　ｂｏａｒｄ）の上に装着してもよい。または、走査駆動部２０
０、データ駆動部３００、階調電圧生成部３５０は、信号線（Ｓ１～Ｓｎ、Ｄ１～Ｄｍ、
Ｂ１～Ｂｎ）と共に液晶表示板組立体６００に集積することができる。
【００４０】
　図２は、図１の一画素に対する等価回路を示す図である。
【００４１】
　図２を参照すれば、液晶表示板組立体６００は、互いに対向する薄膜トランジスタ表示
板１０と共通電極表示板２０と、その間に配置された液晶層３０と、二つの表示板１０，
２０の間に間隙を形成し所定程度圧縮変形される間隔材（図示せず）とを含む。
【００４２】
　液晶表示板組立体６００の一つの画素（ＰＸ）について説明すれば、ｉ番目（ｉ＝１～
ｎ）走査線（Ｓｉ）とｊ番目（ｊ＝１～ｍ）データ線（Ｄｊ）に接続された画素（ＰＸ）
は、スイッチングトランジスタ（Ｍ１）と、これに接続された液晶キャパシタ（Ｃｌｃ）
及び維持キャパシタ（Ｃｓｔ）を含む。
【００４３】
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　液晶キャパシタ（Ｃｌｃ）は、薄膜トランジスタ表示板１０の画素電極（ＰＥ）と、対
向する共通電極表示板２０の共通電極（ＣＥ）とを含む。つまり、液晶キャパシタ（Ｃｌ
ｃ）は、薄膜トランジスタ表示板１０の画素電極（ＰＥ）と共通電極表示板２０の共通電
極（ＣＥ）とを二つの端子とし、画素電極（ＰＥ）と共通電極（ＣＥ）との間の液晶層３
０は誘電体として機能する。
【００４４】
　画素電極（ＰＥ）は、スイッチングトランジスタ（Ｍ１）に接続され、共通電極（ＣＥ
）は共通電極表示板２０の全面に形成されて、共通電圧（Ｖｃｏｍ）の印加を受ける。一
方、共通電極（ＣＥ）を薄膜トランジスタ表示板１０に備える場合もあり、この時には画
素電極（ＰＥ）及び共通電極（ＣＥ）の少なくとも一つを線状または棒状に作ることがで
きる。共通電圧（Ｖｃｏｍ）は、液晶表示装置の反転駆動方式によってフレーム単位、ラ
イン単位、ドット単位で二つの電圧レベルを交互に有することができる。
【００４５】
　スイッチングトランジスタ（Ｍ１）は、薄膜トランジスタ表示板１０に備えられる薄膜
トランジスタなどの三端子素子であって、走査線（Ｓｉ）に接続されるゲート端子と、デ
ータ線Ｄｉに接続される入力端子と、液晶キャパシタ（Ｃｌｃ）の画素電極（ＰＥ）に接
続される出力端子とを含む。薄膜トランジスタは、非晶質シリコンまたは多結晶シリコン
を含む。
【００４６】
　維持キャパシタ（Ｃｓｔ）は、画素電極（ＰＥ）に接続される一端と、共通電圧（Ｖｃ
ｏｍ）を伝達する配線に接続される他端とを含む。配線は、共通電極（ＣＥ）と維持キャ
パシタの他端とを接続するように形成するか、または共通電圧（Ｖｃｏｍ）を維持キャパ
シタ（Ｃｓｔ）の他端に伝達するために別途の電極で形成することができる。
【００４７】
　共通電極表示板２０の共通電極（ＣＥ）の一部領域にカラーフィルタＣＦを形成するこ
とができる。色表示を実現するために、各画素（ＰＸ）が基本色（ｐｒｉｍａｒｙ　ｃｏ
ｌｏｒ）のうちの一つを固有に表示するか（空間分割）、あるいは各画素（ＰＸ）が時間
によって交互に基本色を表示する（時間分割）ようにし、これら基本色の空間的、時間的
な作用で所望の色が認識されるようにする。基本色の例としては赤色、緑色、青色などの
三原色が挙げられる。
【００４８】
　図３は、図１の液晶表示装置の動作を説明するための画素の回路図である。
【００４９】
　図３を参照すれば、ｉ番目走査線（Ｓｉ）、及びｊ番目データ線（Ｄｊ）に接続される
画素（ＰＸ）を例示する。
【００５０】
　走査線（Ｓｉ）にゲートオン電圧（Ｖｏｎ）が印加されると、データ線（Ｄｊ）に印加
されるデータ電圧（Ｖｄａｔ）がノードＡに伝達される。ノードＡの電圧と共通電圧（Ｖ
ｃｏｍ）との差によって液晶キャパシタ（Ｃｌｃ）の液晶層に電界が生成され、液晶層を
通過する光の透過率が調節されて画像が表示される。このように、各画素にデータ信号が
入力される。
【００５１】
　次に、本発明の一実施形態に係る液晶表示装置の動作について詳細に説明する。
【００５２】
　本発明の一実施形態に係る液晶表示装置は、データ電圧（Ｖｄａｔ）を複数の画素（Ｐ
Ｘ）に入力する走査期間と、複数の画素（ＰＸ）に入力されたデータ電圧（Ｖｄａｔ）に
よって複数の画素（ＰＸ）が発光を維持する維持期間と、を含むフレームを利用して映像
を表示する。フレームは、データ電圧（Ｖｄａｔ）が共通電圧（Ｖｃｏｍ）よりも大きい
電圧を有する正フレームと、データ電圧（Ｖｄａｔ）が共通電圧（Ｖｃｏｍ）よりも小さ
い電圧を有する負フレームとを含む。データ電圧（Ｖｄａｔ）は、データ信号の電圧であ



(10) JP 2011-209671 A 2011.10.20

10

20

30

40

50

る。
【００５３】
　また、本発明の一実施形態に係る液晶表示装置は、フレーム反転及びライン反転方式で
駆動できる。フレーム反転は、１フレームが終わって次のフレームが始まる時、反転信号
（ＲＶＳ）によって、各画素（ＰＸ）に印加されるデータ信号の極性が直前フレームでの
極性と反対になるようにデータ電圧が生成される方式である。ライン反転は、１フレーム
内で反転信号（ＲＶＳ）の特性によって、一つのデータ線を通じて伝達されるデータ信号
の極性が変わる（行反転）か、または一つの画素行に印加されるデータ信号の極性が互い
に異なるように印加される（列反転）方式である。
【００５４】
　まず、本発明の一実施形態に係るフレーム反転方式で駆動する液晶表示装置の動作につ
いて、図１乃至図４を参照して説明する。
【００５５】
　図４は、フレーム反転方式で駆動する図１の液晶表示装置の動作を説明するためのタイ
ミング図である。
【００５６】
　図１乃至図４を参照すれば、信号制御部１００は、外部装置から入力される映像信号（
Ｒ，Ｇ，Ｂ）と、その表示を制御する入力制御信号とを受信する。映像信号（Ｒ，Ｇ，Ｂ
）は、各画素（ＰＸ）の輝度情報を含んでおり、輝度は定められた数、例えば１０２４（
＝２１０）、２５６（＝２８）または６４（＝２６）個の階調を有している。入力制御信
号の例としては、垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ）、水平同期信号（Ｈｓｙｎｃ）、メインク
ロック（ＭＣＬＫ）、データイネーブル信号（ＤＥ）などがある。
【００５７】
　信号制御部１００は、入力映像信号（Ｒ，Ｇ，Ｂ）と入力制御信号とに基づいて、入力
映像信号（Ｒ，Ｇ，Ｂ）を液晶表示板組立体６００及びデータ駆動部３００の動作条件に
合うように適切に処理し、走査制御信号（ＣＯＮＴ１）及びデータ制御信号（ＣＯＮＴ２
）などを生成する。走査制御信号（ＣＯＮＴ１）は、走査駆動部２００に供給される。デ
ータ制御信号（ＣＯＮＴ２）と処理された映像データ信号（ＤＡＴ）とは、データ駆動部
３００に供給される。データ駆動部３００は、映像データ信号（ＤＡＴ）を受信し、映像
データ信号（ＤＡＴ）に対応する階調電圧を選択することにより、デジタル映像データ信
号をアナログ映像データ信号に変換する。アナログ映像データ信号は、各画素（ＰＸ）に
入力されるデータ信号として複数のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）に印加される。
【００５８】
　［走査期間］
　走査駆動部２００は、走査制御信号（ＣＯＮＴ１）によってゲートオン電圧（Ｖｏｎ）
を複数の走査線（Ｓ１～Ｓｎ）に順次に印加して、各走査線（Ｓ１～Ｓｎ）に接続された
スイッチングトランジスタ（Ｍ１）を導通させる。
【００５９】
　この時、データ駆動部３００は、データ制御信号（ＣＯＮＴ２）によって複数の画素行
のうちの対応する一画素行の複数の画素（ＰＸ）に対する複数のデータ信号を複数のデー
タ線（Ｄ１～Ｄｍ）に印加する。複数のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）に印加されたデータ信号
それぞれが、導通したスイッチングトランジスタ（Ｍ１）を通じて当該画素（ＰＸ）に印
加される。正フレームでデータ電圧（Ｖｄａｔ）は共通電圧（Ｖｃｏｍ）よりも大きい電
圧を有し、負フレームでデータ電圧（Ｖｄａｔ）は共通電圧（Ｖｃｏｍ）よりも小さい電
圧を有する。
【００６０】
　フレーム反転方式において、共通電圧（Ｖｃｏｍ）は正フレームで低い電圧レベルを有
し、負フレームで高い電圧レベルを有する。例えば、共通電圧（Ｖｃｏｍ）が低い電圧レ
ベルとして０Ｖ、高い電圧レベルとして５Ｖを有する時、共通電圧（Ｖｃｏｍ）は正フレ
ームで０Ｖの一定の電圧に維持され、負フレームで５Ｖの一定の電圧に維持できる。つま
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り、フレーム反転方式における共通電圧（Ｖｃｏｍ）は、フレーム単位で低い電圧レベル
と高い電圧レベルに変換される。上述した極性とは、共通電圧に対するデータ電圧の大小
を意味する。つまり、正フレーム内でデータ電圧は共通電圧に対して大きい電圧を有し、
負フレーム内でデータ電圧は共通電圧に対して小さい電圧を有する。液晶キャパシタ（Ｃ
ｌｃ）の充電電圧は、極性に無関係に共通電圧（Ｖｃｏｍ）とデータ電圧（Ｖｄａｔ）と
の差であるので、液晶表示装置はフレーム単位、ライン単位などで反転動作が行われる。
【００６１】
　データ電圧と共通電圧（Ｖｃｏｍ）との差は、液晶キャパシタ（Ｃｌｃ）の充電電圧、
つまり、画素電圧になる。液晶分子は画素電圧の大きさによって配列を異ならせ、そのた
めに液晶層３０を通過する光の偏光が変化する。このような偏光の変化は、液晶表示板組
立体６００に備えられた偏光子によって光の透過率変化として現れ、これによって所望の
映像が表示される。
【００６２】
　１水平周期（１Ｈ、水平同期信号（Ｈｓｙｎｃ）及びデータイネーブル信号（ＤＥ）の
周期と同一である）を単位とし、このような過程を繰り返すことにより、全ての走査線（
Ｓ１～Ｓｎ）に対して順次にゲートオン電圧（Ｖｏｎ）を印加して全ての画素（ＰＸ）に
データ信号を印加し、複数のデータ電圧によって１フレーム（ｆｒａｍｅ）の映像が入力
される。
【００６３】
　［維持期間］
　複数の走査線（Ｓ１～Ｓｎ）にはゲートオフ電圧（Ｖｏｆｆ）が印加され、複数のデー
タ線（Ｄ１～Ｄｍ）には共通電圧（Ｖｃｏｍ）の逆相電圧が印加される。逆相電圧は、デ
ータ電圧（Ｖｄａｔ）の範囲の中で共通電圧（Ｖｃｏｍ）との差が最も大きい電圧を意味
する。共通電圧（Ｖｃｏｍ）の逆相電圧は、共通電圧（Ｖｃｏｍ）が有する電圧レベルと
反対になる電圧レベルを意味する。または、共通電圧（Ｖｃｏｍ）の逆相電圧は、共通電
圧（Ｖｃｏｍ）に対応して、ノーマリーブラック（ｎｏｒｍａｌｌｙ　ｂｌａｃｋ）であ
る液晶表示装置の画素（ＰＸ）がホワイト状態になる電圧レベルを意味することもある。
【００６４】
　例えば、共通電圧が０Ｖの低い電圧レベルの時、逆相電圧は５Ｖの高い電圧レベルを意
味する。共通電圧が５Ｖの高い電圧レベルの時、逆相電圧は０Ｖの低い電圧レベルを意味
する。つまり、正フレームで維持期間の間に複数のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）には、共通電
圧（Ｖｃｏｍ）の逆相電圧である高い電圧レベルの共通電圧（ｈｉｇｈ　ｌｅｖｅｌ　Ｖ
ｃｏｍ）が印加され、負フレームで維持期間の間に複数のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）には、
共通電圧（Ｖｃｏｍ）の逆相電圧である低い電圧レベルの共通電圧（ｌｏｗ　ｌｅｖｅｌ
　Ｖｃｏｍ）が印加される。
【００６５】
　フレーム反転方式において、維持期間の間に複数のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）に共通電圧
（Ｖｃｏｍ）の逆相電圧が印加されることにより、スイッチングトランジスタ（Ｍ１）に
発生し得る漏洩電流による画質低下現象を軽減することができる。これに対する画素の動
作について説明する。
【００６６】
　フレーム反転方式で駆動する本発明の一実施形態に係る液晶表示装置において、正フレ
ーム及び負フレームの維持期間内の画素の動作について説明する。走査線（Ｓ１～Ｓｎ）
に印加されるスイッチングトランジスタ（Ｍ１）のゲートオフ電圧（Ｖｏｆｆ）は－７Ｖ
であり、共通電圧（Ｖｃｏｍ）の低い電圧レベルは０Ｖであり、高い電圧レベルは５Ｖで
あると仮定する。
【００６７】
　図５は、フレーム反転方式で駆動する図１の液晶表示装置において、正フレームの維持
期間内のホワイト状態の一画素を示す回路図である。
【００６８】
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　図５を参照すれば、正フレームにおいて、共通電圧（Ｖｃｏｍ）は０Ｖであり、ホワイ
ト状態の画素（ＰＸ）のノードＡの電圧（Ｖａ）は５Ｖである。維持期間の間に、走査線
（Ｓｉ）には－７Ｖのゲートオフ電圧（Ｖｏｆｆ）が印加され、データ線（Ｄｊ）には共
通電圧（Ｖｃｏｍ）の逆相電圧である５Ｖのデータ電圧（Ｖｄａｔ）が印加される。
【００６９】
　データ線（Ｄｊ）の電圧とノードＡの電圧が５Ｖと同一であるので、スイッチングトラ
ンジスタ（Ｍ１）の入力端子と出力端子との間の両端電圧差は０Ｖとなる。したがって、
スイッチングトランジスタ（Ｍ１）に漏洩電流は流れない。つまり、正フレームの維持期
間の間に複数のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）に共通電圧（Ｖｃｏｍ）の逆相電圧が印加される
と、ホワイト状態の画素（ＰＸ）は漏洩電流の影響を受けない。
【００７０】
　図６はフレーム反転方式で駆動する図１の液晶表示装置において、負フレームの維持期
間内のホワイト状態の一画素を示す回路図である。
【００７１】
　図６を参照すれば、負フレームにおいて、共通電圧（Ｖｃｏｍ）は５Ｖであり、ホワイ
ト状態の画素（ＰＸ）のノードＡの電圧（Ｖａ）は０Ｖである。維持期間の間に、走査線
（Ｓｉ）には－７Ｖのゲートオフ電圧（Ｖｏｆｆ）が印加され、データ線（Ｄｊ）には共
通電圧（Ｖｃｏｍ）の逆相電圧である０Ｖのデータ電圧（Ｖｄａｔ）が印加され、データ
線（Ｄｊ）の電圧とノードＡの電圧（Ｖａ）が０Ｖと同一であるので、スイッチングトラ
ンジスタ（Ｍ１）の入力端子と出力端子との間の両端電圧差は０Ｖとなる。したがって、
スイッチングトランジスタ（Ｍ１）に漏洩電流は流れない。つまり、負フレームの維持期
間の間に複数のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）に共通電圧（Ｖｃｏｍ）の逆相電圧が印加される
と、ホワイト状態の画素（ＰＸ）は漏洩電流の影響を受けない。
【００７２】
　図７は、フレーム反転方式で駆動する図１の液晶表示装置において、正フレームの維持
期間内のブラック状態の一画素を示す回路図である。
【００７３】
　図７を参照すれば、正フレームにおいて、共通電圧（Ｖｃｏｍ）は０Ｖであり、ブラッ
ク状態の画素（ＰＸ）のノードＡの電圧（Ｖａ）は０Ｖである。維持期間の間に、走査線
（Ｓｉ）には－７Ｖのゲートオフ電圧（Ｖｏｆｆ）が印加され、データ線（Ｄｊ）には共
通電圧（Ｖｃｏｍ）の逆相電圧である５Ｖのデータ電圧（Ｖｄａｔ）が印加され、データ
線（Ｄｊ）の電圧は５Ｖであり、ノードＡの電圧（Ｖａ）は０Ｖであるので、スイッチン
グトランジスタ（Ｍ１）の入力端子と出力端子との間の両端電圧差は５Ｖとなる。したが
って、両端電圧差によってスイッチングトランジスタ（Ｍ１）に漏洩電流が流れ得る。つ
まり、正フレームの維持期間の間に複数のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）に共通電圧（Ｖｃｏｍ
）の逆相電圧が印加されると、ブラック状態の画素（ＰＸ）は漏洩電流の影響を受けうる
。
【００７４】
　図８は、フレーム反転方式で駆動する図１の液晶表示装置において、負フレームの維持
期間内のブラック状態の一画素を示す回路図である。
【００７５】
　図８を参照すれば、負フレームにおいて、共通電圧（Ｖｃｏｍ）は５Ｖであり、ブラッ
ク状態の画素（ＰＸ）のノードＡの電圧（Ｖａ）は５Ｖである。維持期間の間に、走査線
（Ｓｉ）には－７Ｖのゲートオフ電圧（Ｖｏｆｆ）が印加され、データ線（Ｄｊ）には共
通電圧（Ｖｃｏｍ）の逆相電圧である０Ｖのデータ電圧（Ｖｄａｔ）が印加される。
【００７６】
　データ線（Ｄｊ）の電圧は０Ｖであり、ノードＡの電圧（Ｖａ）は５Ｖであるので、ス
イッチングトランジスタ（Ｍ１）の入力端子と出力端子との間の両端電圧差は５Ｖとなる
。したがって、両端電圧差によってスイッチングトランジスタ（Ｍ１）に漏洩電流が流れ
得る。つまり、負フレームの維持期間の間に複数のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）に共通電圧（
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Ｖｃｏｍ）の逆相電圧が印加されると、ブラック状態の画素（ＰＸ）は漏洩電流の影響を
受けうる。
【００７７】
　人間の視認性は、ホワイト状態のような明るい映像に敏感である反面、ブラック状態の
ような暗い映像には敏感でない特性を有する。維持期間の間に複数のデータ線（Ｄ１～Ｄ
ｍ）に共通電圧（Ｖｃｏｍ）の逆相電圧が印加されると、ホワイト状態の画素（ＰＸ）の
スイッチングトランジスタ（Ｍ１）には漏洩電流が発生せず、ブラック状態の画素（ＰＸ
）のスイッチングトランジスタ（Ｍ１）には所定の漏洩電流が発生する。ブラック状態の
画素（ＰＸ）に所定の漏洩電流が発生しても、画素電圧が０～１．９Ｖの水準まではブラ
ック状態に表示されるので、漏洩電流による画質の低下は非常に小さい。
【００７８】
　したがって、維持期間の間に複数のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）に共通電圧（Ｖｃｏｍ）の
逆相電圧を印加して、視認性が敏感な明るい映像の画素（ＰＸ）に対する漏洩電流の影響
を最少化することにより、画質低下現象を軽減することができる。
【００７９】
　次に、本発明の一実施形態に係るライン反転方式で駆動する液晶表示装置の動作につい
て、図９を参照して説明する。図４で説明したフレーム反転方式と同一の動作説明は省略
し、差異点を中心に説明する。
【００８０】
　図９は、ライン反転方式で駆動する図１の液晶表示装置の動作を説明するためのタイミ
ング図である。
【００８１】
　図９を参照すれば、ライン反転方式で共通電圧（Ｖｃｏｍ）は常に一定の電圧を維持す
る。例えば、共通電圧（Ｖｃｏｍ）は０Ｖ一定の電圧に維持できる。
【００８２】
　［走査期間］
　走査駆動部２００は、走査制御信号（ＣＯＮＴ１）によってゲートオン電圧（Ｖｏｎ）
を複数の走査線（Ｓ１～Ｓｎ）に順次に印加して、各走査線（Ｓ１～Ｓｎ）に接続された
スイッチングトランジスタ（Ｍ１）を導通させる。
【００８３】
　この時、データ駆動部３００は、データ制御信号（ＣＯＮＴ２）及び反転信号（ＲＶＳ
）によって、複数の画素行のうちの対応する一画素行の複数の画素（ＰＸ）に対する複数
のデータ信号を複数のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）に印加する。データ駆動部３００は、列反
転方式でデータ信号を印加することができる。
【００８４】
　列反転方式の場合、１フレーム内で隣接したデータ線間に、互いに異なる電圧極性を有
する複数のデータ信号が複数のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）に印加される。つまり、一つのデ
ータ線には共通電圧（Ｖｃｏｍ）よりも高い電圧レベルの正のデータ電圧（Ｖｄａｔ）が
印加され、隣接した他の一つのデータ線には共通電圧（Ｖｃｏｍ）よりも低い電圧レベル
の負のデータ電圧（Ｖｄａｔ）が印加される。例えば、一つのデータ線には０Ｖの共通電
圧（Ｖｃｏｍ）よりも高い０～５Ｖのデータ電圧（Ｖｄａｔ）が印加され、隣接した他の
一つのデータ線には０Ｖの共通電圧（Ｖｃｏｍ）よりも低い－５～０Ｖのデータ電圧（Ｖ
ｄａｔ）が印加できる。正のデータ電圧（Ｖｄａｔ）が印加されるデータ線に接続される
画素（ＰＸ）は正フレームによって動作し、負のデータ電圧（Ｖｄａｔ）が印加されるデ
ータ線に接続される画素（ＰＸ）は負フレームによって動作する。
【００８５】
　次のフレームでは、反転信号（ＲＶＳ）によって直前フレームで正のデータ電圧（Ｖｄ
ａｔ）が印加されたデータ線には負のデータ電圧（Ｖｄａｔ）が印加され、直前フレーム
で負のデータ電圧（Ｖｄａｔ）が印加されたデータ線には正のデータ電圧（Ｖｄａｔ）が
印加される。つまり、直前フレームで正フレームによって動作した画素（ＰＸ）は、負フ
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レームによって動作し、直前フレームで負フレームによって動作した画素（ＰＸ）は、正
フレームによって動作する。
【００８６】
　［維持期間］
　複数の走査線（Ｓ１～Ｓｎ）には、ゲートオフ電圧（Ｖｏｆｆ）が印加され、複数のデ
ータ線（Ｄ１～Ｄｍ）には、共通電圧（Ｖｃｏｍ）に対応してホワイトレベル電圧が印加
される。共通電圧（Ｖｃｏｍ）に対応したホワイトレベル電圧は、共通電圧（Ｖｃｏｍ）
に対応して画素（ＰＸ）がホワイト状態となる電圧レベルを意味する。ホワイトレベルの
電圧は、共通電圧（Ｖｃｏｍ）よりも高いホワイトレベル電圧または共通電圧（Ｖｃｏｍ
）よりも低いホワイトレベル電圧となり得る。例えば、共通電圧が０Ｖの時、ホワイトレ
ベル電圧は－５Ｖの低いホワイトレベル電圧または５Ｖの高いホワイトレベル電圧となり
得る。
【００８７】
　走査期間の間に正のデータ電圧（Ｖｄａｔ）が印加されたデータ線には、維持期間の間
に高いホワイトレベル電圧が印加される。走査期間の間に負のデータ電圧（Ｖｄａｔ）が
印加されたデータ線には、維持期間の間に低いホワイトレベル電圧が印加される。つまり
、正ラインの維持期間の間に高いホワイトレベル電圧が印加され、負ラインの維持期間の
間に低いホワイトレベル電圧が印加される。
【００８８】
　ライン反転方式において、維持期間の間に複数のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）にホワイトレ
ベル電圧が印加されることにより、スイッチングトランジスタ（Ｍ１）に発生し得る漏洩
電流による画質低下現象を軽減することができる。これに対する画素の動作について説明
する。
【００８９】
　ライン反転方式で駆動する液晶表示装置において、共通電圧（Ｖｃｏｍ）よりも高いデ
ータ電圧（Ｖｄａｔ）が印加される正ライン、及び共通電圧（Ｖｃｏｍ）よりも低いデー
タ電圧（Ｖｄａｔ）が印加される負ラインの維持期間内の画素の動作について説明する。
走査線（Ｓ１～Ｓｎ）に印加されるスイッチングトランジスタ（Ｍ１）のゲートオフ電圧
（Ｖｏｆｆ）は－７Ｖであり、共通電圧（Ｖｃｏｍ）は０Ｖであると仮定する。この時、
正ラインの維持期間でホワイト状態の画素の動作は、図５の実施形態と同一であり得、正
ラインの維持期間でブラック状態の画素の動作は、図７の実施形態と同一であり得る。以
下、負ラインの維持期間でホワイト状態の画素の動作及びブラック状態の画素の動作につ
いて説明する。
【００９０】
　図１０は、ライン反転方式で駆動する図１の液晶表示装置において、負ラインの維持期
間内のホワイト状態の一画素を示す回路図である。
【００９１】
　図１０を参照すれば、負ラインにおいて、共通電圧（Ｖｃｏｍ）は０Ｖであり、ホワイ
ト状態の画素（ＰＸ）のノードＡの電圧（Ｖａ）は－５Ｖである。維持期間の間に、走査
線（Ｓｉ）には－７Ｖのゲートオフ電圧（Ｖｏｆｆ）が印加され、データ線（Ｄｊ）には
低いホワイトレベル電圧である－５Ｖのデータ電圧（Ｖｄａｔ）が印加される。
【００９２】
　データ線（Ｄｊ）の電圧とノードＡの電圧が－５Ｖと同一であるので、スイッチングト
ランジスタ（Ｍ１）の入力端子と出力端子との間の両端電圧差は０Ｖとなる。したがって
、スイッチングトランジスタ（Ｍ１）に漏洩電流は流れない。つまり、負ラインの維持期
間の間にデータ線（Ｄｊ）に低いホワイトレベル電圧が印加されると、ホワイト状態の画
素（ＰＸ）は漏洩電流の影響を受けない。
【００９３】
　図１１は、ライン反転方式で駆動する図１の液晶表示装置において、負ラインの維持期
間内のブラック状態の一画素を示す回路図である。
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【００９４】
　図１１を参照すれば、負ラインにおいて、共通電圧（Ｖｃｏｍ）は０Ｖであり、ブラッ
ク状態の画素（ＰＸ）のノードＡの電圧（Ｖａ）は０Ｖである。維持期間の間に、走査線
（Ｓｉ）には－７Ｖのゲートオフ電圧（Ｖｏｆｆ）が印加され、データ線（Ｄｊ）には低
いホワイトレベル電圧である－５Ｖのデータ電圧（Ｖｄａｔ）が印加される。
【００９５】
　データ線（Ｄｊ）の電圧は－５Ｖであり、ノードＡの電圧は０Ｖであるので、スイッチ
ングトランジスタ（Ｍ１）の入力端子と出力端子との間の両端電圧差は５Ｖとなる。した
がって、両端電圧差によってスイッチングトランジスタ（Ｍ１）に漏洩電流が流れ得る。
つまり、負ラインの維持期間の間にデータ線（Ｄｊ）に低いホワイトレベル電圧が印加さ
れると、ブラック状態の画素（ＰＸ）は漏洩電流の影響を受けうる。
【００９６】
　しかし、ブラック状態の画素（ＰＸ）に所定の漏洩電流が発生しても、画素電圧が０～
１．９Ｖの水準まではブラック状態で表示されるので、漏洩電流による画質低下現象は非
常に小さい。
【００９７】
　上述のように、複数の画素（ＰＸ）にデータ信号を入力した後、維持期間の間に複数の
データ線（Ｄ１～Ｄｍ）に共通電圧（Ｖｃｏｍ）の逆相電圧またはホワイトレベル電圧を
印加して、ホワイト状態の画素（ＰＸ）の漏洩電流を最少化することができる。しかし、
ブラック状態の画素（ＰＸ）には所定の漏洩電流が発生し得る。
【００９８】
　以下、画素（ＰＸ）で発生し得る所定の漏洩電流を内部的に補償できる液晶表示装置及
びその駆動方法について説明する。
【００９９】
　図１２は、本発明の他の実施形態に係る液晶表示装置を示すブロック図である。
【０１００】
　図１２を参照すれば、液晶表示装置は、液晶表示板組立体６００及びこれに接続された
走査駆動部２００と、データ駆動部３００と、データ駆動部３００に接続された階調電圧
生成部３５０と、補償電圧部５００と、各駆動部を制御する信号制御部１００とを含む。
【０１０１】
　液晶表示板組立体６００は、複数の走査線（Ｓ１～Ｓｎ）、複数のデータ線（Ｄ１～Ｄ
ｍ）、複数の補償線（Ｃ１～Ｃｎ）、及び複数の画素（ＰＸ）を含む。画素（ＰＸ）は、
複数の信号線（Ｓ１～Ｓｎ，Ｄ１～Ｄｍ，Ｃ１～Ｃｎ）に接続され、ほぼ行列状に配列さ
れる。複数の走査線（Ｓ１～Ｓｎ）は、ほぼ行方向に延伸され、互いにほぼ平行であり、
複数の補償線（Ｃ１～Ｃｎ）は、各走査線（Ｓ１～Ｓｎ）に対応してほぼ行方向に延伸さ
れる。複数のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）は、ほぼ列方向に延伸され、互いにほぼ平行に位置
する。液晶表示板組立体６００の外側面には、光を偏光させる少なくとも一つの偏光子（
図示せず）が取り付けられる。
【０１０２】
　信号制御部１００は、外部装置から映像信号（Ｒ，Ｇ，Ｂ）と、その表示を制御する入
力制御信号とを受信する。入力制御信号は、データイネーブル信号（ＤＥ）、水平同期信
号（Ｈｓｙｎｃ）、垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ）、及びメインクロック信号（ＭＣＬＫ）
を含む。信号制御部１００は、映像データ信号（ＤＡＴ）及びデータ制御信号（ＣＯＮＴ
２）をデータ駆動部３００に供給する。データ制御信号（ＣＯＮＴ２）は、データ駆動部
３００の動作を制御する信号であって、映像データ信号（ＤＡＴ）の伝送開始を知らせる
水平同期開始信号（ＳＴＨ）と、データ線（Ｄ１～Ｄｍ）にデータ電圧の出力を指示する
ロード信号（ＬＯＡＤ）と、データクロック信号（ＨＣＬＫ）とを含む。データ制御信号
（ＣＯＮＴ２）は、共通電圧（Ｖｃｏｍ）に対する映像データ信号の電圧極性を反転させ
る反転信号（ＲＶＳ）をさらに含むことができる。
【０１０３】
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　信号制御部１００は、走査制御信号（ＣＯＮＴ１）を走査駆動部２００に供給する。走
査制御信号（ＣＯＮＴ１）は、走査駆動部２００における走査開始信号（ＳＴＶ）と、ゲ
ートオン電圧（Ｖｏｎ）の出力を制御する少なくとも一つのクロック信号とを含む。走査
制御信号（ＣＯＮＴ１）は、ゲートオン電圧（Ｖｏｎ）の持続時間を限定する出力イネー
ブル信号（ＯＥ）をさらに含むことができる。
【０１０４】
　走査駆動部２００は、液晶表示板組立体６００の複数の走査線（Ｓ１～Ｓｎ）に接続さ
れて、スイッチングトランジスタ（図１３のＭ２）を導通させるゲートオン電圧（Ｖｏｎ
）と、遮断させるゲートオフ電圧（Ｖｏｆｆ）との組み合わせからなる走査信号を複数の
走査線（Ｓ１～Ｓｎ）に印加する。
【０１０５】
　データ駆動部３００は、液晶表示板組立体６００のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）に接続され
、階調電圧生成部３５０で階調電圧を選択する。データ駆動部３００は、選択した階調電
圧をデータ信号として複数のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）に印加する。階調電圧生成部３５０
は、全ての階調に対する電圧を供給せずに、定められた数の基準階調電圧だけを供給する
ことができ、この時、データ駆動部３００は、基準階調電圧を分圧して全体の階調に対す
る階調電圧を生成し、この中でデータ信号に相当するデータ電圧（Ｖｄａｔ）を選択する
ことができる。
【０１０６】
　補償電圧部５００は、液晶表示板組立体６００の複数の補償線（Ｃ１～Ｃｎ）に接続し
て、ゲートオフ電圧（Ｖｏｆｆ）などの所定の補償電圧（Ｖｃｏｍｐｅｎ）を印加する。
【０１０７】
　上述した走査駆動部２００、データ駆動部３００、および諧調電圧生成部３５０のそれ
ぞれは、少なくとも一つの集積回路チップの形態で液晶表示板組立体６００の上に直接搭
載してもよく、フレキシブル印刷回路膜（ｆｌｅｘｉｂｌｅ　ｐｒｉｎｔｅｄ　ｃｉｒｃ
ｕｉｔ　ｆｉｌｍ）の上に搭載してもよく、ＴＣＰ（ｔａｐｅ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｐａｃ
ｋａｇｅ）の形態で液晶表示板組立体６００に取り付けてもよく、別途の印刷回路基板（
ｐｒｉｎｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ　ｂｏａｒｄ）の上に搭載してもよい。または、走査駆
動部２００、データ駆動部３００、および諧調電圧生成部３５０は、信号線（Ｓ１～Ｓｎ
，Ｄ１～Ｄｍ，Ｃ１～Ｃｎ）と共に液晶表示板組立体６００に集積してもよい。
【０１０８】
　図１３は、図１２の一画素に対する等価回路を示す図である。
【０１０９】
　図１３を参照すれば、液晶表示板組立体６００は、互いに対向する薄膜トランジスタ表
示板１５と共通電極表示板２５と、その間に配置される液晶層３５と、二つの表示板１５
、２５の間に間隙を形成し所定程度圧縮変形される間隔材（図示せず）とを含む。
【０１１０】
　液晶表示板組立体６００の一画素（ＰＸ）について説明すれば、ｉ番目（ｉ＝１～ｎ）
走査線（Ｓｉ）とｊ番目（ｊ＝１～ｍ）データ線（Ｄｊ）とに接続された画素（ＰＸ）は
、スイッチングトランジスタ（Ｍ２）とこれに接続された液晶キャパシタ（Ｃｌｃ）と、
維持キャパシタ（Ｃｓｔ）とこれに接続された補償トランジスタ（Ｍ３）とを含む。
【０１１１】
　液晶キャパシタ（Ｃｌｃ）は、薄膜トランジスタ表示板１５の画素電極（ＰＥ）と、対
向する共通電極表示板２５の共通電極（ＣＥ）とを含む。つまり、液晶キャパシタ（Ｃｌ
ｃ）は、薄膜トランジスタ表示板１５の画素電極（ＰＥ）と共通電極表示板２５の共通電
極（ＣＥ）とを二つの端子とし、画素電極（ＰＥ）と共通電極（ＣＥ）との間の液晶層３
０は誘電体として機能する。
【０１１２】
　画素電極（ＰＥ）は、スイッチングトランジスタ（Ｍ２）に接続され、共通電極（ＣＥ
）は、共通電極表示板２５の全面に形成されて、共通電圧（Ｖｃｏｍ）の印加を受ける。
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一方、共通電極（ＣＥ）を薄膜トランジスタ表示板１５に備える場合もあり、この時には
画素電極（ＰＥ）及び共通電極（ＣＥ）のうちの少なくとも一つを線状または棒状に作る
ことができる。共通電圧（Ｖｃｏｍ）は、所定レベルの一定の電圧であり、ほぼ０Ｖ近く
の電圧を有することができる。
【０１１３】
　スイッチングトランジスタ（Ｍ２）は、薄膜トランジスタ表示板１５に備えられる薄膜
トランジスタなどの三端子素子であって、走査線（Ｓｉ）に接続されるゲート端子と、デ
ータ線Ｄｉに接続される入力端子と、液晶キャパシタ（Ｃｌｃ）の画素電極（ＰＥ）に接
続される出力端子とを含む。薄膜トランジスタは、非晶質シリコンまたは多結晶シリコン
を含む。
【０１１４】
　維持キャパシタ（Ｃｓｔ）は、画素電極（ＰＥ）に接続される一端と、共通電圧（Ｖｃ
ｏｍ）を伝達する配線に接続される他端とを含む。配線は、共通電極（ＣＥ）と維持キャ
パシタの他端とを接続されるように形成するか、または共通電圧（Ｖｃｏｍ）を維持キャ
パシタ（Ｃｓｔ）の他端に伝達するために別途の電極で形成することができる。
【０１１５】
　補償トランジスタ（Ｍ３）は、補償線（Ｃｉ）に接続されるゲート端子と、維持キャパ
シタ（Ｃｓｔ）の一端に接続される一端と、維持キャパシタ（Ｃｓｔ）の他端に接続され
る他端とを含む。補償線（Ｃｉ）には走査線（Ｓｉ）に印加されるゲートオフ電圧（Ｖｏ
ｆｆ）などの所定の補償電圧（Ｖｃｏｍｐｅｎ）が印加される。補償電圧（Ｖｃｏｍｐｅ
ｎ）は、補償トランジスタ（Ｍ３）のゲートをオフさせて、スイッチングトランジスタ（
Ｍ２）に流れる漏洩電流が補償トランジスタ（Ｍ３）に流れるようにするゲートオフ電圧
である。補償トランジスタ（Ｍ３）に流れる漏洩電流が、スイッチングトランジスタ（Ｍ
２）の漏洩電流を補償する補償電流である。補償電圧（Ｖｃｏｍｐｅｎ）は、補償トラン
ジスタ（Ｍ３）が補償電流を流すように動作させる電圧であって、画素電圧より低い電圧
を有する。
【０１１６】
　共通電極表示板２５の共通電極（ＣＥ）の一部領域にカラーフィルタＣＦを形成するこ
とができる。色表示を実現するために、各画素（ＰＸ）が基本色のうちの一つを固有に表
示するか（空間分割）、各画素（ＰＸ）が時間によって交互に基本色を表示する（時間分
割）ようにし、これら基本色の空間的、時間的な作用で所望の色が認識できるようにする
。基本色の例としては赤色、緑色、青色などの三原色が挙げられる。
【０１１７】
　図１４は、図１２の液晶表示装置の動作を説明するための画素の回路図である。
【０１１８】
　図１４を参照すれば、ｉ番目走査線（Ｓｉ）、補償線（Ｃｉ）、及びｊ番目データ線（
Ｄｊ）に接続される画素（ＰＸ）を例示する。
【０１１９】
　走査線（Ｓｉ）にゲートオン電圧（Ｖｏｎ）が印加されると、データ線（Ｄｊ）に印加
されるデータ電圧（Ｖｄａｔ）がノードＢに伝達される。ノードＢの電圧と共通電圧（Ｖ
ｃｏｍ）との差によって液晶キャパシタ（Ｃｌｃ）の液晶層に電界が生成され、液晶層を
通過する光の透過率が調節されて画像が表示される。補償線Ｃｊにはゲートオフ電圧（Ｖ
ｏｆｆ）が一定に印加され、各画素にデータ信号が入力される間、補償トランジスタ（Ｍ
３）は絶縁状態である。
【０１２０】
　次に、図１２の本発明の他の実施形態に係る液晶表示装置の動作について詳細に説明す
る。図１の液晶表示装置と同様に、本発明の他の実施形態に係る液晶表示装置は、走査期
間及び維持期間を含むフレームを利用して映像を表示し、フレーム反転及びライン反転方
式で駆動できる。
【０１２１】
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　フレーム反転方式で駆動する本発明の他の実施形態に係る液晶表示装置は、図４に示し
たタイミング図に示すように動作する。図１２乃至図１４と図４とを参照して、フレーム
反転方式で駆動する本発明の他の実施形態に係る液晶表示装置の動作について説明する。
【０１２２】
　信号制御部１００は、外部装置から入力される映像信号（Ｒ，Ｇ，Ｂ）と、その表示を
制御する入力制御信号とを受信する。映像信号（Ｒ，Ｇ，Ｂ）は、各画素（ＰＸ）の輝度
情報を含んでおり、輝度は定められた数、例えば１０２４（＝２１０）、２５６（＝２８

）または６４（＝２６）個の階調を有している。入力制御信号の例としては、垂直同期信
号（Ｖｓｙｎｃ）、水平同期信号（Ｈｓｙｎｃ）、メインクロック（ＭＣＬＫ）、データ
イネーブル信号（ＤＥ）などがある。
【０１２３】
　信号制御部１００は、入力映像信号（Ｒ，Ｇ，Ｂ）と入力制御信号に基づいて、入力映
像信号（Ｒ，Ｇ，Ｂ）を液晶表示板組立体６００及びデータ駆動部３００の動作条件に合
うように適切に処理し、走査制御信号（ＣＯＮＴ１）、及びデータ制御信号（ＣＯＮＴ２
）などを生成する。走査制御信号（ＣＯＮＴ１）は、走査駆動部２００に供給される。デ
ータ制御信号（ＣＯＮＴ２）と処理された映像データ信号（ＤＡＴ）はデータ駆動部３０
０に供給される。
【０１２４】
　データ駆動部３００は、映像データ信号（ＤＡＴ）を受信し、映像データ信号（ＤＡＴ
）に対応する階調電圧を選択することにより、デジタル映像データ信号をアナログ映像デ
ータ信号に変換する。アナログ映像データ信号が各画素（ＰＸ）に入力されるデータ信号
として複数のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）に印加される。
【０１２５】
　補償電圧部５００は、走査期間及び維持期間の間に一定の補償電圧（Ｖｃｏｍｐｅｎ）
を複数の補償線（Ｃ１～Ｃｎ）に印加する。補償電圧（Ｖｃｏｍｐｅｎ）は、補償トラン
ジスタ（Ｍ３）を絶縁状態に維持する電圧であり得、走査線（Ｓ１～Ｓｎ）に印加される
ゲートオフ電圧（Ｖｏｆｆ）と同一の電圧であり得る。
【０１２６】
　［走査期間］
　走査駆動部２００は、走査制御信号（ＣＯＮＴ１）によってゲートオン電圧（Ｖｏｎ）
を複数の走査線（Ｓ１～Ｓｎ）に順次に印加して、各走査線（Ｓ１～Ｓｎ）に接続された
スイッチングトランジスタ（Ｍ２）を導通させる。
【０１２７】
　この時、データ駆動部３００は、データ制御信号（ＣＯＮＴ２）によって複数の画素行
のうちの対応する一画素行の複数の画素（ＰＸ）に対する複数のデータ信号を複数のデー
タ線（Ｄ１～Ｄｍ）に印加する。複数のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）に印加されたデータ信号
それぞれが、導通したスイッチングトランジスタ（Ｍ２）を通じて当該画素（ＰＸ）に印
加される。正フレームでデータ電圧（Ｖｄａｔ）は共通電圧（Ｖｃｏｍ）よりも大きい電
圧を有し、負フレームでデータ電圧（Ｖｄａｔ）は共通電圧（Ｖｃｏｍ）よりも小さい電
圧を有する。
【０１２８】
　フレーム反転方式において、共通電圧（Ｖｃｏｍ）は正フレームで低い電圧レベルを有
し、負フレームで高い電圧レベルを有する。例えば、共通電圧（Ｖｃｏｍ）が低い電圧レ
ベル０Ｖ、高い電圧レベル５Ｖを有するとする時、共通電圧（Ｖｃｏｍ）は正フレームで
０Ｖの一定の電圧に維持され、負フレームで５Ｖの一定の電圧に維持されうる。つまり、
フレーム反転方式における共通電圧（Ｖｃｏｍ）は、フレーム単位で低い電圧レベルと高
い電圧レベルに変換される。
【０１２９】
　データ電圧（Ｖｄａｔ）と共通電圧（Ｖｃｏｍ）との差は液晶キャパシタ（Ｃｌｃ）の
充電電圧、つまり、画素電圧となる。液晶分子は、画素電圧の大きさによって配列を異な
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らせ、そのために液晶層３０を通過する光の偏光が変化する。このような偏光の変化は、
液晶表示板組立体６００に備えられた偏光子によって光の透過率の変化として現れ、これ
によって所望の映像が表示される。
【０１３０】
　１水平周期を単位としてこのような過程を繰り返すことにより、全ての走査線（Ｓ１～
Ｓｎ）に対し順次にゲートオン電圧（Ｖｏｎ）を印加して、全ての画素（ＰＸ）にデータ
信号を印加し、複数のデータ電圧（Ｖｄａｔ）によって１フレームの映像が入力される。
【０１３１】
　［維持期間］
　複数の走査線（Ｓ１～Ｓｎ）及び複数の補償線（Ｃ１～Ｃｎ）には、ゲートオフ電圧（
Ｖｏｆｆ）が印加され、複数のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）には、共通電圧（Ｖｃｏｍ）の逆
相電圧が印加される。共通電圧（Ｖｃｏｍ）の逆相電圧は、共通電圧（Ｖｃｏｍ）が有す
る電圧レベルと反対になる電圧レベル、または共通電圧（Ｖｃｏｍ）に対応して画素（Ｐ
Ｘ）がホワイト状態になる電圧レベルを意味し得る。例えば、共通電圧が０Ｖの低い電圧
レベルの時、逆相電圧は５Ｖの高い電圧レベルを意味する。共通電圧が５Ｖの高い電圧レ
ベルの時、逆相電圧を０Ｖの低い電圧レベルを意味する。つまり、正フレームで維持期間
の間に複数のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）には共通電圧（Ｖｃｏｍ）の逆相電圧である高い電
圧レベルの共通電圧（ｈｉｇｈ　ｌｅｖｅｌ　Ｖｃｏｍ）が印加され、負フレームで維持
期間の間に複数のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）には共通電圧（Ｖｃｏｍ）の逆相電圧である低
い電圧レベルの共通電圧（ｌｏｗ　ｌｅｖｅｌ　Ｖｃｏｍ）が印加される。
【０１３２】
　フレーム反転方式で補償線（Ｃ１～Ｃｎ）にゲートオフ電圧（Ｖｏｆｆ）が印加され、
維持期間の間に複数のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）に共通電圧（Ｖｃｏｍ）の逆相電圧が印加
されることにより、スイッチングトランジスタ（Ｍ２）に発生し得る漏洩電流による画質
低下現象を軽減することができる。以下、これに対する画素の動作について説明する。
【０１３３】
　フレーム反転方式で駆動する本発明の他の実施形態に係る液晶表示装置において、正フ
レーム及び負フレームの維持期間における画素の動作について説明する。走査線（Ｓ１～
Ｓｎ）に印加されるスイッチングトランジスタ（Ｍ２）のゲートオフ電圧（Ｖｏｆｆ）は
－７Ｖであり、補償線（Ｃ１～Ｃｎ）に印加される補償電圧（Ｖｃｏｍｐｅｎ）は－７Ｖ
であり、共通電圧（Ｖｃｏｍ）の低い電圧レベルは０Ｖであり、電圧高いレベルは５Ｖで
あると仮定する。
【０１３４】
　図１５は、フレーム反転方式で駆動する図１２の液晶表示装置において、正フレームの
維持期間内のブラック状態の一画素を示す回路図である。
【０１３５】
　図１５を参照すれば、正フレームにおいて、共通電圧（Ｖｃｏｍ）は０Ｖであり、ブラ
ック状態の画素（ＰＸ）のノードＢの電圧（Ｖｂ）は０Ｖである。維持期間の間に、走査
線（Ｓｉ）には－７Ｖのゲートオフ電圧（Ｖｏｆｆ）が印加され、データ線（Ｄｊ）には
共通電圧（Ｖｃｏｍ）の逆相電圧である５Ｖのデータ電圧（Ｖｄａｔ）が印加され、補償
線（Ｃｉ）には－７Ｖの補償電圧（Ｖｃｏｍｐｅｎ）が印加される。
【０１３６】
　データ線（Ｄｊ）の電圧は５Ｖであり、ノードＢの電圧（Ｖｂ）は０Ｖであるので、ス
イッチングトランジスタ（Ｍ２）の入力端子と出力端子との間の両端電圧差は５Ｖとなる
。したがって、両端電圧差によってスイッチングトランジスタ（Ｍ２）の入力端子から出
力端子に向かう漏洩電流が流れる。スイッチングトランジスタ（Ｍ２）に流れる漏洩電流
によってノードＢの電圧（Ｖｂ）が高くなり得るが、ノードＢの電圧（Ｖｂ）が高くなれ
ば、補償トランジスタ（Ｍ３）の一端から他端に向かう漏洩電流が発生する。したがって
、スイッチングトランジスタ（Ｍ２）に流れる漏洩電流は、補償トランジスタ（Ｍ３）に
流れる漏洩電流で補償される。
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【０１３７】
　図１６は、フレーム反転方式で駆動する図１２の液晶表示装置において、負フレームの
維持期間内のブラック状態の一画素を示す回路図である。
【０１３８】
　図１６を参照すれば、負フレームにおいて、共通電圧（Ｖｃｏｍ）は５Ｖであり、ブラ
ック状態の画素（ＰＸ）のノードＢの電圧（Ｖｂ）は５Ｖである。維持期間の間に、走査
線（Ｓｉ）には－７Ｖのゲートオフ電圧（Ｖｏｆｆ）が印加され、データ線（Ｄｊ）には
共通電圧（Ｖｃｏｍ）の逆相電圧である０Ｖのデータ電圧（Ｖｄａｔ）が印加され、補償
線（Ｃｉ）には－７Ｖの補償電圧（Ｖｃｏｍｐｅｎ）が印加される。
【０１３９】
　データ線（Ｄｊ）の電圧は０Ｖであり、ノードＢの電圧（Ｖｂ）は５Ｖであるので、ス
イッチングトランジスタ（Ｍ２）の入力端子と出力端子との間の両端電圧差は５Ｖとなる
。したがって、両端電圧差によってスイッチングトランジスタ（Ｍ２）の出力端子から入
力端子に向かう漏洩電流が流れる。スイッチングトランジスタ（Ｍ２）に流れる漏洩電流
によってノードＢの電圧（Ｖｂ）が低くなり得るか、ノードＢの電圧（Ｖｂ）が低くなれ
ば、補償トランジスタ（Ｍ３）の他端から一端に向かう漏洩電流が発生する。したがって
、スイッチングトランジスタ（Ｍ２）に流れる漏洩電流は、補償トランジスタ（Ｍ３）に
流れる漏洩電流で補償される。
【０１４０】
　このように、正フレームまたは負フレームの維持期間の間に、複数のデータ線（Ｄ１～
Ｄｍ）に共通電圧（Ｖｃｏｍ）の逆相電圧が印加される時、ブラック状態の画素（ＰＸ）
に流れる漏洩電流が補償されて、漏洩電流による画質低下現象を軽減することができる。
【０１４１】
　図１７は、フレーム反転方式で駆動する図１２の液晶表示装置において、正フレームの
維持期間内のホワイト状態の一画素を示す回路図である。
【０１４２】
　図１７を参照すれば、正フレームにおいて、共通電圧（Ｖｃｏｍ）は０Ｖであり、ホワ
イト状態の画素（ＰＸ）のノードＢの電圧（Ｖｂ）は５Ｖである。維持期間の間に、走査
線（Ｓｉ）には－７Ｖのゲートオフ電圧（Ｖｏｆｆ）が印加され、データ線（Ｄｊ）には
共通電圧（Ｖｃｏｍ）の逆相電圧である５Ｖのデータ電圧（Ｖｄａｔ）が印加され、補償
線（Ｃｉ）には－７Ｖの補償電圧（Ｖｃｏｍｐｅｎ）が印加される。
【０１４３】
　データ線（Ｄｊ）の電圧とノードＢの電圧（Ｖｂ）が５Ｖと同一であるので、スイッチ
ングトランジスタ（Ｍ２）の入力端子と出力端子との間の両端電圧差は０Ｖとなる。反対
に、補償トランジスタ（Ｍ３）の一端と他端との間の両端電圧差は５Ｖとなる。したがっ
て、両端電圧差によって補償トランジスタ（Ｍ３）の一端から他端に向かう漏洩電流が流
れ得る。補償トランジスタ（Ｍ３）に流れる漏洩電流によってノードＢの電圧（Ｖｂ）が
低くなり得るが、ノードＢの電圧（Ｖｂ）が低くなれば、スイッチングトランジスタ（Ｍ
２）にデータ線（Ｄｊ）からノードＢに向かう漏洩電流が発生する。したがって、補償ト
ランジスタ（Ｍ３）に流れる漏洩電流は、スイッチングトランジスタ（Ｍ２）に流れる漏
洩電流で補償される。
【０１４４】
　図１８は、フレーム反転方式で駆動する図１２の液晶表示装置において、負フレームの
維持期間内のホワイト状態の一画素を示す回路図である。
【０１４５】
　図１８を参照すれば、負フレームにおいて、共通電圧（Ｖｃｏｍ）は５Ｖであり、ホワ
イト状態の画素（ＰＸ）のノードＢの電圧（Ｖｂ）は０Ｖである。維持期間の間に、走査
線（Ｓｉ）には－７Ｖのゲートオフ電圧（Ｖｏｆｆ）が印加され、データ線（Ｄｊ）には
共通電圧（Ｖｃｏｍ）の逆相電圧である０Ｖのデータ電圧（Ｖｄａｔ）が印加され、補償
線（Ｃｉ）には－７Ｖの補償電圧（Ｖｃｏｍｐｅｎ）が印加される。
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【０１４６】
　データ線（Ｄｊ）の電圧とノードＢの電圧（Ｖｂ）が０Ｖと同一であるので、スイッチ
ングトランジスタ（Ｍ２）の入力端子と出力端子との間の両端電圧差は０Ｖとなる。反対
に、補償トランジスタ（Ｍ３）の一端と他端との間の両端電圧差は５Ｖとなる。したがっ
て、両端電圧差によって補償トランジスタ（Ｍ３）の他端から一端に向かう漏洩電流が流
れる。補償トランジスタ（Ｍ３）に流れる漏洩電流によってノードＢの電圧（Ｖｂ）が高
くなり得るが、ノードＢの電圧（Ｖｂ）が高くなれば、スイッチングトランジスタ（Ｍ２
）にノードＢからデータ線（Ｄｊ）に向かう漏洩電流が発生する。したがって、補償トラ
ンジスタ（Ｍ３）に流れる漏洩電流は、スイッチングトランジスタ（Ｍ２）に流れる漏洩
電流で補償される。
【０１４７】
　このように、正フレームまたは負フレームの維持期間の間に、複数のデータ線（Ｄ１～
Ｄｍ）に共通電圧（Ｖｃｏｍ）の逆相電圧が印加される時、ホワイト状態の画素（ＰＸ）
で補償トランジスタ（Ｍ３）に流れる漏洩電流に対応して、スイッチングトランジスタ（
Ｍ２）に漏洩電流が流れて補償されるので、漏洩電流による画質低下現象を軽減すること
ができる。
【０１４８】
　次に、図１２乃至図１４と図９とを参照して、ライン反転方式で駆動する本発明の他の
実施形態に係る液晶表示装置の動作について説明する。ライン反転方式で駆動する本発明
の他の実施形態に係る液晶表示装置は、図９に示したタイミング図に示すように動作する
。図９で説明したライン反転方式と同一の動作説明は省略し、差異点を中心に説明する。
【０１４９】
　ライン反転方式で共通電圧（Ｖｃｏｍ）は常に一定の電圧を維持する。例えば、共通電
圧（Ｖｃｏｍ）は０Ｖに一定の電圧を維持することができる。
【０１５０】
　補償電圧部５００は、走査期間及び維持期間の間に一定の補償電圧（Ｖｃｏｍｐｅｎ）
を複数の補償線（Ｃ１～Ｃｎ）に印加する。補償電圧（Ｖｃｏｍｐｅｎ）は補償トランジ
スタ（Ｍ３）を絶縁状態に維持させる電圧であり得、走査線（Ｓ１～Ｓｎ）に印加される
ゲートオフ電圧（Ｖｏｆｆ）と同一の電圧であり得る。
【０１５１】
　［走査期間］
　走査駆動部２００は、走査制御信号（ＣＯＮＴ１）によってゲートオン電圧（Ｖｏｎ）
を複数の走査線（Ｓ１～Ｓｎ）に順次に印加して、各走査線（Ｓ１～Ｓｎ）に接続された
スイッチングトランジスタ（Ｍ１）を導通させる。
【０１５２】
　この時、データ駆動部３００は、データ制御信号（ＣＯＮＴ２）及び反転信号（ＲＶＳ
）によって、複数の画素行のうちの対応する一画素行の複数の画素（ＰＸ）に対する複数
のデータ信号を複数のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）に印加する。データ駆動部３００は、列反
転方式でデータ信号を印加することができる。
【０１５３】
　［維持期間］
　複数の走査線（Ｓ１～Ｓｎ）には、ゲートオフ電圧（Ｖｏｆｆ）が印加され、複数のデ
ータ線（Ｄ１～Ｄｍ）には、共通電圧（Ｖｃｏｍ）に対応してホワイトレベル電圧が印加
される。走査期間の間に正のデータ電圧（Ｖｄａｔ）が印加されたデータ線には、維持期
間の間に高いホワイトレベル電圧が印加される。走査期間の間に負のデータ電圧（Ｖｄａ
ｔ）が印加されたデータ線には、維持期間の間に低いホワイトレベル電圧が印加される。
つまり、複数のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）には、正ラインの維持期間の間に高いホワイトレ
ベル電圧が印加され、負ラインの維持期間の間に低いホワイトレベル電圧が印加される。
【０１５４】
　ライン反転方式で維持期間の間に複数のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）にホワイトレベル電圧
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が印加されることにより、スイッチングトランジスタ（Ｍ１）に発生し得る漏洩電流によ
る画質低下現象を軽減することができる。以下、これに対する画素の動作について説明す
る。
【０１５５】
　ライン反転方式で駆動する本発明の他の実施形態に係る液晶表示装置において、正ライ
ン及び負ラインの維持期間内の画素の動作について説明する。走査線（Ｓ１～Ｓｎ）に印
加されるスイッチングトランジスタ（Ｍ１）のゲートオフ電圧（Ｖｏｆｆ）は－７Ｖであ
り、補償線（Ｃ１～Ｃｎ）に印加される補償電圧（Ｖｃｏｍｐｅｎ）は－７Ｖであり、共
通電圧（Ｖｃｏｍ）は０Ｖであると仮定する。この時、正ラインの維持期間でブラック状
態の画素の動作は、図１５の実施形態と同一であり得、正ラインの維持期間でホワイト状
態の画素の動作は、図１７の実施形態と同一であり得る。負ラインの維持期間でホワイト
状態の画素の動作及びブラック状態の画素の動作について説明する。
【０１５６】
　図１９は、ライン反転方式で駆動する図１２の液晶表示装置において、負ラインの維持
期間内のブラック状態の一画素を示す回路図である。
【０１５７】
　図１９を参照すれば、負ラインにおいて、共通電圧（Ｖｃｏｍ）は０Ｖであり、ブラッ
ク状態の画素（ＰＸ）のノードＢの電圧（Ｖｂ）は０Ｖである。維持期間の間に、走査線
（Ｓｉ）には－７Ｖのゲートオフ電圧（Ｖｏｆｆ）が印加され、データ線（Ｄｊ）には低
いホワイトレベル電圧の－５Ｖのデータ電圧（Ｖｄａｔ）が印加され、補償線（Ｃｉ）に
は－７Ｖの補償電圧（Ｖｃｏｍｐｅｎ）が印加される。
【０１５８】
　データ線（Ｄｊ）の電圧は－５Ｖであり、ノードＢの電圧（Ｖｂ）は０Ｖであるので、
スイッチングトランジスタ（Ｍ２）の入力端子と出力端子との間の両端電圧差は５Ｖとな
る。したがって、両端電圧差によってスイッチングトランジスタ（Ｍ２）の出力端子から
入力端子に向かう漏洩電流が流れる。スイッチングトランジスタ（Ｍ２）に流れる漏洩電
流によってノードＢの電圧（Ｖｂ）が低くなり得るが、ノードＢの電圧（Ｖｂ）が低くな
れば、補償トランジスタ（Ｍ３）の他端から一端に向かう漏洩電流が発生する。したがっ
て、スイッチングトランジスタ（Ｍ２）に流れる漏洩電流は、補償トランジスタ（Ｍ３）
に流れる漏洩電流で補償される。
【０１５９】
　このように、負ラインまたは正ラインの維持期間の間に、複数のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ
）にホワイトレベル電圧が印加される時、ブラック状態の画素（ＰＸ）に流れ得る漏洩電
流が補償されて、漏洩電流による画質低下現象を軽減することができる。
【０１６０】
　図２０は、ライン反転方式で駆動する図１２の液晶表示装置において、負ラインの維持
期間内のホワイト状態の一画素を示す回路図である。
【０１６１】
　図２０を参照すれば、負フレームにおいて、共通電圧（Ｖｃｏｍ）は０Ｖであり、ホワ
イト状態の画素（ＰＸ）のノードＢの電圧（Ｖｂ）は－５Ｖである。維持期間の間に、走
査線（Ｓｉ）には－７Ｖのゲートオフ電圧（Ｖｏｆｆ）が印加され、データ線（Ｄｊ）に
は低いホワイトレベル電圧の－５Ｖのデータ電圧（Ｖｄａｔ）が印加され、補償線（Ｃｉ
）には－７Ｖの補償電圧（Ｖｃｏｍｐｅｎ）が印加される。
【０１６２】
　データ線（Ｄｊ）の電圧とノードＢの電圧（Ｖｂ）が－５Ｖと同一であるので、スイッ
チングトランジスタ（Ｍ２）の入力端子と出力端子との間の両端電圧差は０Ｖとなる。反
対に、補償トランジスタ（Ｍ３）の一端と他端との間の両端電圧差は５Ｖである。したが
って、両端電圧差によって補償トランジスタ（Ｍ３）の他端から一端に向かう漏洩電流が
流れる。補償トランジスタ（Ｍ３）に流れる漏洩電流によってノードＢの電圧（Ｖｂ）が
高くなり得るが、ノードＢの電圧（Ｖｂ）が高くなれば、スイッチングトランジスタ（Ｍ
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２）にノードＢからデータ線（Ｄｊ）に向かう漏洩電流が発生する。したがって、補償ト
ランジスタ（Ｍ３）に流れる漏洩電流は、スイッチングトランジスタ（Ｍ２）に流れる漏
洩電流で補償される。
【０１６３】
　このように、正ラインまたは負ラインの維持期間の間に、複数のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ
）にホワイトレベル電圧が印加される時、ホワイト状態の画素（ＰＸ）で補償トランジス
タ（Ｍ３）に流れる漏洩電流に対応して、スイッチングトランジスタ（Ｍ２）に漏洩電流
が流れて補償されるので、漏洩電流による画質低下現象を軽減することができる。
【０１６４】
　以上、提案する液晶表示装置がフレーム反転方式及び列反転方式で駆動する方法を説明
した。行反転やドット反転のような他の反転方式は、上述したフレーム反転方式及び列反
転方式に転換されて駆動可能である。
【０１６５】
　上述のように、複数の画素（ＰＸ）にデータ信号を入力した後、維持期間の間に複数の
データ線（Ｄ１～Ｄｍ）に共通電圧（Ｖｃｏｍ）の逆相電圧またはホワイトレベル電圧の
ような特定電圧を印加することによって、画素（ＰＸ）に発生し得る漏洩電流の影響を最
少化することができる。画素（ＰＸ）に流れる漏洩電流の影響が少なくなれば、液晶表示
装置の再生率を低くすることができる。つまり、画素（ＰＸ）の維持キャパシタ（Ｃｓｔ
）の電気容量を増やして、液晶表示装置の再生率を低くすることができる。そのために、
液晶表示装置は電力消費を節減することができる。
【０１６６】
　以上、参照した図面と記載された発明の詳細な説明は、本発明の例示的なものであって
、これは単に本発明を説明するための目的で用いられたものであり、意味の限定や特許請
求の範囲に記載された本発明の範囲を制限するために用いられたものではない。したがっ
て、本技術分野の通常の知識を有する者であれば、これから多様な変形及び均等な他の実
施形態が可能であるという点を理解できる。したがって、本発明の真の技術的な保護範囲
は、添付された特許請求の範囲の技術的な思想によって決められなければならない。
【符号の説明】
【０１６７】
１０，１５　薄膜トランジスタ表示板、
２０，２５　共通電極表示板、
３０，３５　液晶層、
１００　信号制御部、
２００　走査駆動部、
３００　データ駆動部、
３５０　階調電圧生成部、
５００　補償電圧部、
６００　液晶表示板組立体、
Ｄ１～Ｄｍ　データ線、
Ｓ１～Ｓｎ　走査線、
Ｃ１～Ｃｎ　補償線、
Ｃｌｃ　液晶キャパシタ、
Ｃｓｔ　維持キャパシタ、
ＣＥ　共通電極、
ＰＥ　画素電極、
Ｍ１，Ｍ２　スイッチングトランジスタ、
Ｍ３　補償トランジスタ、
ＰＸ　画素、
Ｖｃｏｍ　共通電圧、
Ｖｃｏｍｐｅｎ　補償電圧。
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